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枠線より外側の周囲にのりを塗ってください。

 この面を内側に二つ折で貼りあわせてください。

この面を内側に二つ折で貼りあわせてください。

枠線より外側の周囲にのりを塗ってください。のりしろ

市長への手紙をお寄せください市長への手紙をお寄せくださいまちづくりに
あなたの声を

　市民協働のまちづくりを進めるため、市政へのご提言・ご意見をお寄せください。
　回答を希望する場合は、必ず住所、氏名をご記入ください。匿名の場合は回答できません。
　文書で回答したもののうち、その内容が広く市民生活、市民との協働によるまちづくりの参考と
なるものは、個人が特定できないように編集した上で広報紙やホームページなどに要旨を掲載しま
す。お寄せいただいた意見を公開してよいかは、この用紙のチェック欄でお知らせください。
　なお、個人情報は個人情報保護法に基づき適切に取り扱います。

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

 「市長からの返信 「市長からの返信」」でもでも
 ご意見などにお答えしています ご意見などにお答えしています

◀「～市長からの返信～　Vol.8 
災害への備え」では、災害への
市の備えや、各家庭で必要と
なる備えについてお答えして
います。

　「市長からの返信」は、市民の皆さんから「市長への手紙」などで
よく寄せられるご意見や疑問に、市長自らが出演して分かりやす
くお伝えしている Y

ユーチューブ

ouTube 動画です。

市公式 YouTube チャンネルで
ぜひご覧ください▶

市長への手紙　W
ウェブ

EBフォームやEメールからも受け付けています。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、 tegami@city.obihiro.hokkaido.jp） 市ホームページID.1004155
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市からの回答（□に を記入してください）

□ 回 答 不 要 　 □ 回 答 を 希 望 す る ※１

ご住所：〒　　　　　　　　帯広市

ご提言・ご意見をお寄せください

お名前：　　　　　　　　　　年齢：　　　歳（　　　代）　　　電話：　　　（　　　）

ご意見などと回答の要旨を、広報紙やホームページなどに掲載してよろしいですか

□ 掲載してよい※2　□ 掲載してほしくない（□に を記入してください）

市長市長へのへの手紙手紙
のりしろ

のりしろ

※１　住所・名前・電話が不明なもの、市政に関係のないご意見などで、市が回答できないものは回答いたしかねますのでご了承ください。
※２　文書で回答したもののうち、広くまちづくりの参考となるご意見などを編集して、個人が特定できない形で掲載します。（広報おびひろ　令和 7 年 6 月号）

受理方法 件数 比率

市長への手紙 257 25.9%

陳情・要望 725 73.0%

市民トーク 11 1.1%

合　　計 993 100.0%

分野 件数 比率

政　　策 24 2.4%

総　　務 157 15.8%

福　　祉 154 15.5%

経　　済 120 12.1%

農　　業 42 4.2%

環　　境 344 34.7%

分野 件数 比率

教　　育 57 5.7%

生涯学習 88 8.9%

水　　道 4 0.4%

議　　会 2 0.2%

そ の 他 1 0.1%

合　　計 993 100.0%

令和６年度「市民の声」の受理方法別件数

令和６年度分野別「市民の声」
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　スマートフォン用アプリ「S
スポビー
POBY」を利用して、健

康づくりの一歩を踏みだしませんか。
　日頃の生活や運動による歩数でポイントがたまり、
お得な特典と交換できます。

市ホームページID.1004906
�問い合わせ  �健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、
　　　　　　☎25・9721）
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差出有効期限
令和9年5月19日
まで（切手不要）

1822

●手紙用紙を紙面から切り離してお使いください

①キリトリセンに沿って
切り離し、手紙を書く

②二つ折りにし、のりしろ
　部分を貼り合わせて投函

市長への手紙
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ひとりで抱えず話してみませんか？
�問い合わせ  �地域福祉課（市庁舎３階、☎65・4113）

 ヤングテレホン相談 
　社会生活や交友関係、家族のことなど、子ども・若者が抱えるさま
ざまな相談ができます。

 ひきこもり相談 
　市では昨年５月に「帯広市ひきこもり支援ステーションゆっくりん」
を開設し、専門の職員が相談対応や支援を行っています。

対　　象： 小学生からおおむね39歳までの人とその保護者や家族
　　　　　（匿名で相談できます）
相談方法：電話（☎22・8349）
　　　　　Ｅメール( 　wakamono-soudan@keisei-kai.jp)
受付時間：平日10時～17時（年末年始を除く）
場　　所：西６条南６丁目３、ソネビル２階

対　　象：ひきこもりの状態※にある市民とその家族
　　　　　※学校や仕事に行かず、家族以外との交流がない状態
相談方法：電話（☎67・6121）
　　　　　Ｅメール（ 　yukkurin@smail.plala.or.jp）
受付時間：平日９時～17時30分（年末年始を除く）
場　　所：西６条南６丁目３、ソネビル２階

　「不安や困り事があるが誰にも相談できない」「家族がひきこもって
いる」などの悩み事に関する相談窓口を開設しています。
　悩みを抱え込んだり、「こんなこと相談してもいいのかな」などと考
えすぎず、各窓口に相談してください。

▲
予約フォーム

山折り（この面を外側にして二つ折で貼りあわせてください）

１日8000歩以上「歩くこと」を意識しよう１日8000歩以上「歩くこと」を意識しよう

♦帯広市健康マイレージ事業♦

　毎日の運動は、生活習慣病の予
防、ストレスの軽減など、私たち
の心身に良い影響を与えるといわ
れています。
　活動量を増やすきっかけとして、
手軽に始められるのが「歩くこと」
です。

健康マイレージ事業のイメージ健康マイレージ事業のイメージ

スマホでアプリ
をダウンロード

歩いたり、健診
（検診）を受ける

ポイントをためる 特典を受ける

18〜64歳の男女は、１日約
8000歩を目安に活動するこ
とが推奨されています。

・日本人の１日の平均歩数・
（令和５年度国民健康・栄養調査）

　男性　6628歩　　
　女性　5659歩　　

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

▼ダウンロードは
　こちらから
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